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１．概要（Summary） 

ブロックコポリマーは熱を加えることにより各成分のポリ

マー部分が集まる特性がある。これをブロックコポリマーの

ミクロ相分離といい、ブロックコポリマーの成分比率により

構造が変化する(Fig. 1)。たとえば各成分の比率が 50：

50 ならラメラ状、70：30 ならシリンダー状、そして 90：10

ならスフィア状の構造を形成する。 

近年、このミクロ相分離を用いた DSA(Directed Self 

Assembly)技術が、10 nm以降の最先端リソグラフィの方

法として注目されている。堀場エステックは従来から、リビ

ングアニオン重合によるブロックコポリマーの研究開発を

行っておりさまざまなブロックコポリマーを重合してきた。

本研究により、ブロックコポリマーのリソグラフィ応用へ向

けた最適化研究を行う。 

 

 

Fig. 1 Block copolymer, and micro-phase separation 
on composition ratio.  

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

 超高分解能電界放出形走査電子顕微鏡 

 

【実験方法】 

ブロックコポリマーを有機溶媒に溶かした溶液を、スピ

ンコータにてシリコンウェハに塗布し薄膜を作製。塗布後

にホットプレートにて加熱、酸素プラズマによるりエッチン

グしサンプルを作製する。作製したサンプルは、超高分解

能電界放出形走査電子顕微鏡を用いてミクロそう相分離

の確認を行った。 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

 これまでと同様に SEM によるミクロ相分離の観察を行

った。ただしこれまでは成分 A と成分 B の組成比率が

50：50 のブロックコポリマーのみの観察を行っていたが、

今季からはシリンダーやスフィアのブロックコポリマーのミ

クロ相分離観察に挑戦した。ラメラの時と同様にシリンダ

ーのミクロ相分離は容易に観察することができた(Fig. 2)。 

しかし、スフィアのミクロ相分離構造はまだ観察ができ

ていないため、今後も評価を継続する。 

 

Fig. 2 Cylindrical phase-separation. 
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